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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要約
　少子社会における養育力育成の方策を考えるための資料収集を目的に、人格の発達とワーク・ライフ・バ

ランス（以下WLBと略す）、ジェネラティビティ行動、大人観、育児観などの関連を調べた。人格発達の指標

としてEPSI（エリクソン心理社会的段階目録検査）を用い、20代、30代の仕事を持つ男女440名を対象に分析
した。

　L　EPSI得点の高い群は低い群に比べ、WLB達成度、WLB満足度、ジェネラティビティ行動得点が高かった。

　2．大人であるとの自覚がない群は、自覚がある群に比べて、父母や周囲から未だに大人として扱われてい

ない割合が高かった。また、育児観、WLB達成度、WLB満足度、ジェネラティビティ行動、EPSIの得点がい
ずれも低かった。

　3どのような場合、大人として扱われてないと感じたかは「甘えが通る」「過剰に干渉される」「信頼されて

いない」時などの回答が多かった。

　4．未熟な大人が増えている原因としては「人問関係が希薄で社会性が育たないから3「家庭の教育力が低

下しているから」「親が青年期の子どもを大人として扱わないから」などであった。

　以上から、人格の成熟は、仕事と生活のバランスをとり、ジェネラティビティ行動を生み出すと考えられ、

若者を大人として扱うことが肝要であることが示唆された。
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1　緒言 ∬　研究方法

　少子社会とは、出生率が人口の置き換え水準を下回る

社会を指すが、我が国の出生率はその水準2．08を下回っ

たままさらに低迷し、出生率が1．5を下回る超少子化国

のひとっと言われている1〉。王989年の1．57ショック以

来、様々な少子対策がとられてきたが、出生率の回復と

いう点では功を奏さず、2006年をピークに人口減少社会

に突入している。子どもが少なくてもよい、人口が減っ

てもよいという意見もあるが、すでに人口減少社会を迎

えた我々にとっては、もはやこの社会をどのように維持

継続していくかが課題となっている。

　本研究は少子問題について、出生率だけを問題にする

のではなく、少子社会に生まれた子どもを健やかに育て、

育てる側も充実した人生を送りっっ、どのように社会を

継続させていくかという視座に立っている。この世代継

承、次世代育成といった課題遂行のために必要な個人お

よび社会の指向性や能力を養育力と表し、その中核概念

は‘‘ジェネラティビティ”であると捉えている。

　ジェネラティビティ（Generativity：邦訳「生殖性」、

r世代性」など）とは、エリクソンの人生発達段階成人

期の課題であり、「子孫を生み出すこと，生産性，創造性」

を包含する概念である。また、「生殖性対停滞の対立命題

から生まれる新たな『徳』つまり『世話』は、これまで

大切に（care　for）してきた人や物や観念の面倒を見る

（take　care　of）ことへの、より広範な関与jであり、

ド成人期に至るまでの人問生活の『蓄え』が必要不可欠

である」とされている2）。そこで本研究では、養育力の

低下とは小此木3〉が指摘したように、‘‘ジェネラティビ

ティ・クライシス”であり、人格成熟の問題であるとと

らえ、EPSI（エリクソン心理社会的段階目録検査）を用

い4）、人格の成熟度と出産意欲や育児観などの養育力を

あらわす因子との関連を明らかにしてきた5印12）。また、

2006年度においては、人々の持つ「大人観」を調べ、大

人というイメージの中で“ジェネラティビティ”に関す

る項目は下位に位置していることが分かった5）。

　本年は、大人になることの意味を追究するとともに、

少子高齢社会で求められる、育児に限定されない広い意

味での養育力としての「ジェネラティビティ行動」やワ

ーク・ライフ・バランスとの関連を明らかにするための

調査研究を行った。

　すなわち、出生力の低下、虐待、いじめなど児童関連

の問題のみならず、就労環境における次世代の育成、技

術の継承などに関する問題は、社：会および社会を形成す

る個々人の養育力（ジェネラティビティ）の問題である

と捉え、この社会を継続させていくために必要な個人お

よび社会の養育力を育成するための基礎資料を得ること

を研究目的とした。

　Webアンケートによりデータを収集し、性別年代別な

どの属性別の分析、および以下の仮説の検証を行った。

　仮説1：人格の成熟度の高い人は、仕事と生活の調和

をとり、ジェネラティビティ行動がとれる。

　仮説2：大人として扱われることが、大人としての自

覚を促し、人格の成熟を促す。

1．調査方法

　20代・30代の男女を対象に、インターネット経由の

アンケートを実施した。株式会社ドゥ・ハウスにおける

全国約50万人の登録者から、対象の年齢層2，900名をラ

ンダムに抽出し、聾隠i1によってアンケートを依頼し、

Web　page上で回答を求めた。各年齢層、男女それぞれ先

着100名を目安に締め切り、20代男性王06名・女性113

名、30代男性105名・女性n6名の計440名を集計対象

とした。

2．調査時期は、2008年2月であった。

3．調査内容

　属性（年齢、就業形態、婚姻関係、年収、労働時間な

ど）、エリクソン心理社会的段階目録検査から同一性、親

密性、生殖性（ジェネラティビティ）4）、ワーク・ライ

フ・バランス達成度、ワーク・ライフ・バランス満足度、

ジェネラティビティ行動、SOC（首尾一貫感覚）短縮版

13）、大人観、育児観、将来の明るさについて、などであ

った。

　今回新たな試みとして、EPSIの8領域56項目から3

領域（同一性、親密性、生殖性）21項目のみを使用した。

その目的は、回答者の負担を軽減するとともに、他の設

問を追加可能にすることであった。事前にその有効性を

検討するため、昨年度のデータを用いて56項目の場合と

2三項目の場合の結果を比較して、同傾向の結果が得られ

ることを確認した（稿末に資料添付）。また、丸島らも、

EPS王の同一性と生殖性のみと使用して世代性行動の検

討を行っており（丸島はジェネラティビティの訳に“世

代性”を使っている）14）、21項目でも本研究の指標とし

て使用できうるものと判断した。

　各尺度については以下の通りである。

1）EPSI（エリクソン心理社会的段階目録検査）56項目か

　　ら、同一性、親密性、生殖性（ジェネラティビティ）、

　各7項目、計2玉項目を使用。0＝全く当てはまらな

　い一4＝とてもよく当てはまる、の5件法3）。

2）ジェネラティビティ行動：Generative　Behavior

　C漉ckユist（GBC）15）16）50項目中（うち10項目は

　Fmer　ltemsで、スコアに含まれない）、我が国で

　　も使用に耐えうると判断した項目を参考に作成。GBC

　の指示と同様に、各行為を過去2ヶ月間の間に、0

　　＝1度も行なわなかった、1一隻回行った、2＃2回

　以上行った、の3件法。15項目。
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3）ワーク・ライフ・バランス達成度（以下、WLB達成

　度と記す）：「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・

　　バランス）憲章」・「仕事と生活の調和推進のための

　行動指針」（平成19年12月18日、官民トップ会議）

　　のく個人の実現度指標＞の項目をもとに作成したω。

　　1＝全く当てはならない一4皿当てはまる、の4件法。

　　玉1項目。

4）ワーク・ライフ・バランス満足度（以下、WLB満足

　　度と記す）：1一不満である一4一満足している、の

　　4件法。

5）育児観；昨年と同内容5）で、育児観他、社会性など

　を含む。1一そうは思わない一4一そう思う、の4件

　法。焉項目。

6）SOC（首尾一貫感覚）短縮版：13項目、7件法13〉。

4．分析方法：有意差検定はWnc。x。n，Kruska1－Wailis

の順位和検定、多重比較はS面effeの方法で行った。以

下有意判定の危険率0．05以下を有意差ありとした。

5。倫理的配慮：Web調査はプライバシーマーク取得業

者を通じて実施し、個人情報は依頼者側に知らされない。

圃　結果

1、対象のプロフィール

　平均年齢は、30．8歳で男女の差はなかった。居住地

は全国にわたっていたが、首都圏在住が40．5％を占めた。

学歴は大学・大学院卒が5L8％であった。

　勤労形態は、正社員が57．0％、次いでパートアルバ

イト・非常勤が18，6％、派遣社員が8．2％、契約社員が

5．7％などとなっていた。正社員は男性71．6％・女性

43．7％と男性の割合が高い。

　調査前1週間の労働時間は全体の平均が42，5時間、

性別では、男性47。5時間・女性37．8時問で男性が長く、

内残業は全体の平均が5．0時間、男性6．8時間・女性3．3

時間で男性が長かった。

　前年の年収は、300－400万円未満が最も多く23，2％、

200－300万円未満が19．1％、106－200万円未満が15，9％、

400－500万円未満15．5％、などとなっていた。各カテゴ

リーの中位の値（100万一200万は150万）をとって平均

値を算出すると、男性395万円、女性253万円であった。

　婚姻率は39．3％で性差はなかった。これ以外に事実

婚は0，9％であった。子どものいる人は25％で、平均子

ども数は1．7人であった（表1）。

2．全体集計結果

　はじめに、全体の単純集計結果および、性・年代別な

ど属性によるクロス集計結果をについて以下に示し、昨

年度と同じ内容の設問については、比較して言及する。

なお昨年度の対象は、大学生とその親および乳幼児の親

であり、本年より高年齢層が含まれている。

2一1．大人観

　1）r1人前の大人になる謹ということ

　　U人前の大人になる」とはどういうことであると考

えるかでは、昨年度の王位から3位は、「責任ある行動が

とれる」r経済的に親の世話にならない」r社会的常識が

身にっく」であった。今回は、これらの次に大切と思う

項目を3つ選択とした。

　上位に選択された項目はf親から精神的に自立する」

57．5％、「判断力・決断力がっく」47，3％、「受容・寛容・

我慢強さを身につけるj39．1％と、自立・自律を示す項

目であった。次いでr人と調和してやって行ける」27．7％、

「家族ができる」27．0％など人との関わりに関する項目

が選ばれた。ジェネラティビティを表す「周りの人を気

遣い、世話をやく」は10％、r自分より年下の面倒をみ

る」は3％と最下位であった。性別・年代別にみても、

上位3項目は同じ項目が並んだ（表2－1）

　2）大人として扱われること・大人の自覚

　現在父親に「大人として扱われている」は63．6％、

母親には68．9％であった。非該当を除くと、父親には

2L6％、母親には25．5％が大人として扱われていなかっ

た（表2ぞ、2－4）。親が大人として扱ってくれるように

なった年齢の平均値は、「父親から」2L8歳の時、「母親

から」2L6歳の時であった。性別でみると、「父から」

は、男性2L6歳・女性22．O歳、「母から」は、男性2L5

歳・女性2L7歳でいずれも有意な差はなかった（表2－3、

2－5）。

　自分が大人になったと感じた時期は、「仕事にっいた

とき」39．5％が最も多く、昨年（43．8％で1位）と同傾

向であった。本年追加した項目　「選挙で投票をした時」

は0．9％、「収入をある程度得られて経済的に余裕を感じ

た時」は7．7％であった（表2－6）。

　自分が大人になったと感じた時の年齢の平均値は

22．2歳であった（表2－7）。性差はなく、昨年度も同じく

22歳との回答が最も多かった。

　上司や家族など周囲から「大人として扱われていな

い」と感じることは、「ない」51．1％、「たまにある」33％、

「時々ある」1L8％、「いっもある」4．1％であった。性

差はなく、年代別では、20代が30代に比べてr大人と

して扱われていない」と感じることが多かった（表2－8）。

　どのような時「大人として扱われていない」と感じる

かでは、r甘えが通る」43，3％、r過剰に干渉される」34％、

「信頼されていない」30％が上位を占めた。上位3項目

は男女同じであったが、順位は男性の1位が「信頼され

ていない」で39％であり、女性の1位は「甘えが通る」

53％と半数を占めた（表2－9、図1）。

　未熟な大人が増えている原因については、「人問関係

が希薄になり、社会性などが育たないから」56．1％、「家

庭の教育機能が低下しているから」49．2％と、社会や家

庭の養育力に関した項園が上位を占めた。次いでr親が、

青年期以降の子どもを、大人として扱わないから」「大人
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になるとはどういうことかのイメージが備わっていない

から」の2項目が同率32．3％、「親元を離れて生活でき

る社会基盤（仕事や住まい）がないから」3L6％、「若者

が、大人になりたくないと思っているから」30．7％と、

30％台が4項目続いた（表2－10、図2）。

　法的な成人年齢が18歳に引き下げられることについ

ては、「適切だと思う」3L1％、「適切ではないと思う」

44．1％と、反対意見が賛成を上回った（表2－11）。

　その理由についての記述回答では、賛成派はr高校卒

業して社会に出る人もいるから」「18歳になれば自分の

ことに責任が持てるから」「政治参加を早く」など王8歳

を大人と認める記述や、「未成年の犯罪が増えている」な

ど犯罪責任に言及するもの、大人とは認められないが「自

覚を促す」噛立は早い方がよい」などその効果に期待す

るもの、その他、単にr欧米先進国がそうだから」など

の理由が挙げられた。反対派は「18歳は未熟、まだ大人

とは言えない」「大学に進む人が多く、自立できる人がま

だ少ないから」r過剰な権利意識を生む」rむしろ引き上

げるべき」など、現在の18歳は未熟で大人と認められな

いとしている。わからないとの回答は25％で、「大人の

定義がわからない」「いろいろな人がいるので」「判断材

料がない」などで、概して消極的な意見が多かったが、

「納税している人には参政権を与えるべき」など年齢に

依らない考え方もみられた。

2－2．ワーク・ライフ・バランス（糀B）

　WLB達成度11項目では、r全く当てはまらない」一r当

てはまる」までの4件法としたが、「私は、仕事のための

拘束時間が過度に長くなっている」「私は、仕事の量が多

くて不安や悩みをもっている」の2項目はネガティヴ項

目であるので得点を逆転して計算した。従って、得点が

高い方がWLBがとれているということになる。

　　「当てはまる」と「まあ当てはまる」の割合を合わせ

ると、ほとんどの項目で過半数を超える結果であったが、

r地域・社会活動に参加できている」は、当てはまる

3，6％、まあ当てはまる17．5％で計2L1％に止まった（表

3－1）。4件法の得点で表すと、r地域・社会活動に参加で

きている」1．9、でその他の項目は2．4」2．9という結果

であった。11項臼合計点は28．3で、男性27。7、女性28．8

と女性の達成度が高かった（p＜0．05）（表3－2）。

　項目ごとに性差にみると、男性が高かった項目は「高

齢者（60歳以上）が希望に応じて継続して働ける職場で

ある」（p＜O．01）、「自立できるだけの収入を得ている」

（p〈0．01）の2項目で、女性の得点が高かった項目はr私

は、仕事のための拘束時問が過度に長くなっている」（逆

転項目、p＜0．01）、r私は、仕事の量が多くて不安や悩み

をもっている」（逆転項目、p〈0．01）、「家族や友人、恋人

と過ごす時間が取れている」（p＜0．01）、「家庭内で家事や

育児をする時問が取れている」（p＜0．01）、r学習や趣味・

娯楽のための時間がとれている休養やくつろぎの時間が

取れている」（p＜0．05）の5項目であった。

　WLB満足度は、r満足」とrまあ満足」合わせて60．9％、

男性54．5％・女性66。9％で女性の満足度が高かった

（p＜0，01）Q（表3－3）

　バランスのとり方では、1位r1週間でバランスがと

れるのがよい」55．5％、2位「1目のうちでバランスがと

れるのがよい」25．5％で、上位は昨年度調査と同様の傾

向であった。バランスが「偏っていてもよい」は、L7％、

ド家族でバランスがとれていればよい」は4．1％で、昨

年の5％、12．9％に比べて低く、これらは昨年度の対象

である専業主婦に高い傾向があった。（表3－4）。

　ワーク・ライフ・バランスという言葉を見たり聞いた

りしたことがある割合はB。5％で、昨年度の14．9％に比

べやや高くなっていた。（表3－5）。

2略。ジエネラティビティ行動

　ジェネラティビティを表す行為や行動15項目につい

て、過去2ヶ月間に行ったかどうか頻度にっいて尋ね、

回答を得点化した。15項目の合計得点は全体王2．05、男

性11．73・女性12，35で男女間の差はなかった。

　最も多く行われていた行動は「3，誰かの個人的な話

に耳を傾けた」で、63．4％が過去2ヶ月問に2回以上行

っていた（表4－1）。3件法の平均得点で表すと1．49で、

男性の得点はL42、女性が1，55で、有意な差はなかっ

た。

　女性に比べて男性の得点が高かった項目は「2。年下の

人の手本となるようなことをした3　（p＜0．05）　、　「7．

リーダー的な立場に選ばれた」（p＜0．05）、「12．家や家

具などで壊れたものを修理した」　（p＜0．01）の3項目で

あった。男性に比べて女性の得点が高かった項目はr5．

誰かに、自分の幼い頃の話をした」　（ρ〈0．01）、　「9．誰

かのために、なにかを作ってあげた」　（p＜0．01）、　「11

趣味で、植物を植えたり、世話をした」（p＜0。05）、「13．

誰かの応急処置や看病をした。」　（p＜0．01）の4項目で

あった。

　以上のように、ジェネラティビティ行動合計得点では

性差がなかったが、その内容では男女の違いが認められ

た（表牛2）。

2－4、育児観について

　属性による育児観の違いについて検討を行った。育

児観に関する設間の選択肢は「そう思う」「ややそう思

うj　rあまりそう思わないj　rそうは思わない」の4件

法であり、順に4～王点として集計した。従って平均点

が高い方が、その項目に同意、共感しているものが多

いということになる。

　1）性・年代別育児観

　20代男性、30代男性、20代女性、30代女性の4群に

分けて、育児観に関する回答の平均値の比較を行った結

果、15項目中11項目において順位和検定による有意差
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が認められた。中でも、「子どもが小さいうちは、母親は

仕事を持たずに家にいるのが望ましい」「子育てをするこ

とにより、自分の仕事が思うようにできなくてもかまわ

ない」「子育てにはお金がかかるがやむをえない」につい

ては20代女性の平均点が高かった。

　「子育ては、心理的・肉体的負担が大きい」「子育ての

大変さを、配偶者など周りの人にわかってもらえないの

は問題だ」「子育てには息抜きやリフレッシュが必要であ

る」「子育ては自分を成長させることが出来る」「子ども

を見ているとおもしろいと感じる」「人は、社会の中で助

け合って生きていくことが望ましい」「父親も母親も、仕

事と子育てなどの家庭生活を両立させることが大切であ

る」については、男性よりも女性の平均点が高く、特に

30代男性の平均点が低いことが特徴であった（表5、図

3）Q

　2）子どもの有無と育児観の関連

　子どもの有無による育児観の比較を行った結果、r子ど

もが小さいうちは、母親は仕事を持たずに家にいるのが

望ましい」「子育てをすることにより、自分の自由な時間

が減ってもかまわない」「子育てをすることにより自分の

仕事が思うようにできなくてもかまわない」「子育ては、

心理的・肉体的負担が大きい」「子育ての大変さを、配偶

者など周りの人にわかってもらえないのは問題だ」およ

び「私は、人づきあいが得意である」については、子ど

もがいない場合の平均点が高い傾向であった。一方、「子

育ては楽しい」や「子どもを見ているとおもしろいと感

じる」については、子どもがいる場合の平均点が高かっ

た（図4）。

　3）婚姻形態と育児観の関連

　婚姻形態を「既婚」「未婚」「離別・死別」の3群に分

けて比較を行った。その結果、「子どもが小さいうちは、

母親は仕事を持たずに家にいるのが望ましい」について

は、未婚者の得点が最も高かった。また、「子育ては、心

理的・肉体的負担が大きい」においては、離婚・死別の

場合が最も得点が高く、次いで未婚、既婚の順であった。

「子育ては楽しい亘子育ては自分を成長させることが出

来る戸子どもを見ているとおもしろいと感じる」にっい

ては、既婚者の得点が高かった（図5）。

2喝．将来の明るさについて

　将来について「1暗い」一「5明るい」の5件法で尋

ねたところ、　噛分の将来について」の平均得点は男性

2．8・女性3．0とほぼ中位で、　「この国の将来について」

は男性2．1・女性2．0とやや暗い方に寄っていた。いず

れも男女差はなく、自分の将来よりも、国の将来の方が

暗いと捉えていた（表6－1、6－2〉。

3．EPSI得点の属性別比較

　今回、新たな試みとしてEPSI56項目から、同一性，

親密性、生殖性（ジェネラティビティ）の3課題21項目

のみを採用したので（以下では、BPSI（3〉と記す）、本年

データの検討後、過去のデータとの相違を検討した。

　表7－1、7－2に示すように、本年データの3課題それ

ぞれの合計およびEPSI（3〉の合計では生殖性のみ性差が

あり、年代よる差がなかった（表7－3）。年代別に見ると、

性差は20代のみに見られた。男性の生殖性得点が有意に

高いという点で、表8、表9に示す昨年度を含む過去の

データと同傾向であった4）5）。なお、本年データにおい

て、子どもの有無別では差がなかった。

4．尺度間の相関

　主なる尺度問でSpear獺nの順位相関係数を算出した。

EPSI（3〉とSOC間は0，605、WLB達成度とWLB満足度問は

O．604とそれぞれ高い相関が認められた。EPSI（3〉とWLB

満足度間は0、335、EPSI（3）とジェネラティビティ行動問

は0．420、SOCとWLB満足度問は0．359とそれぞれ中程度

の相関が認められた。既B達成度と労働時間の問は

一〇．303と中程度の負の相関が認められた（表10）。

5．仮説1の検討：EPSl（3）高低3群の比較

　仮説1「人格の成熟度の高い人は、仕事と生活の調和

をとり、ジェネラティビティ行動がとれる。」ことを証明

するために、EPSI（3〉すなわち人格の成熟度と他の設問と

の関連を分析した。

　EPSI（3〉の合計得点は平均値が46．9、最小値6、最大

値74、標準偏差10．6であった。得点が低い方6－43を

低群（154件）、44－52を中群（133件）、53－74を高群

（153件）として、3群間の比較を行った。有意な差が認

められた主な項目は以下の通りであった（表11）。

　ギ将来子どもが何人欲しいか」の平均値は、低群2．2

人・中群2．0人・高群2．3人と、高群が中群に比べて多

かった。上司や家族、恋人など周囲の人との関係や社会

の中で「大人として扱われていない」と感じる頻度の平

均得点は、低群L9・中群1。6・高群L6と、低群が他の

群に比べ高かった。

　WLB満足度は低群2，4・中群2．6・高群2．8で、低群が

高群に比べ有意に低かった。

　WLB達成度、ジェネラティビティ行動合計、　噛分の

将来の明るさ」「この国の将来の明るさ」の各得点では、

いずれも低群が高群・中群に比べて低く、中群と高群間

では差がなかった。それぞれの得点を以下に示すと、WLB

達成度合計［低群27，1・中群28．8・高群29．O］、ジェ

ネラティビティ行動合計［低群10．O・中群12．7・高群

13。6］、SOC［低群46．0・中群5LO・高群53．0］、自

分の将来の明るさ［低群2。5・中群3．0・高群3．2コ、こ

の国の将来の明るさ［低群1．8・中群2．0・高群2．2］

であった。

　1）∈PSl（3）高低3群別WLB達成度

　WLB達成度について項目ごとの得点を表12に示す。WLB

達成度では、拘東時間など柔軟な働き方などや職場環境
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に関しては、顕著な差が認められなかったが、個人生活

に関する項目では、低群と高群問で差が認められた。低

群に比べ、高群が高かった項目は絡．自立できるだけの

収入を得ている」「7．私は、家族や友人、恋人と過ごす時

間が取れている」「8．私は、家庭内で家事や育児をする時

間が取れているj「9．私は、地域・社会活動に参加できて

いる」であった。EPSI（3〉高群は、WLBにおいて個人生活

の充実度が高いと言えよう。

　2）EPSl（3）高低3群別ジェネラティビティ行動

　ジェネラティビティ行動の各項目については、表13

に示す。低群が中群および高群に比べ低く、中一高群間で

差がなかった項目は以下の通りである。　「L自分のもっ

ている技術を誰かに教えた」r3．誰かの個人的な話に耳を

傾けた」「7．り一ダー的な立場に選ばれた」「15，過去の経

験を生かして、誰かに助言した」。

　低群と高群間のみに差があった項目は以下である。「2．

年下の人の手本となるようなことをした」「4．誰かに善悪

について教えた」「8．家族以外のグループのために計画を

立てた」「12。家や家具などで壊れたものを修理した」。

　従って低群のみ、他群に較べて有意に得点が低い項目

があり、15項目に合計についても低群は、他群に較べて

有意に得点が低いという結果であった。

　3）εPSl（3）と育児観

　EPSI（3）得点と育児観項目の得点についてSpea凱anの

順位相関係数を算出した。その結果、正の有意な相関が

認められた項目は、ヂ子育てをすることにより、自分の自

由な時間が減ってもかまわない∬子育てにはお金がかか

るがやむをえない」「子育ては楽しい」「子育ては自分を

成長させることができる」r子どもを見ているとおもしろ

いと感じる」「私は、人づきあいが得意である戸人は、

社会の中で助け合って生きていくことが望ましい∬父親

も母親も、仕事と子育てなどの家庭生活を両立させるこ

とが大切である」であり、負の相関が認められた項目は

f子育ては、心理的・肉体的負担が大きい」であった。

　SOC得点と育児観項目の相関においても、EPSI得点の

場合とほぼ同様の結果であった（表14）。

6．仮説2の検討：大人になったと感じた時期別の比較

　仮説2「大人として扱われることが、大人としての自

覚を促し、人格の成熟を促す」を証明するために、大人

になったと感じた時期と他の設問項目との関連を分析し

た。大人になったと感じた時期が21歳以前の群（166人）、

22歳以降の群（208人）、まだ大人になったと感じてい

ない群（66人：以下無自覚群と記す）の3群間で比較を

行った。3群問の性比、年齢差は認められなかった。

　1）大人になったと感じた時期別、現在大人として扱わ

　　れているか

　大人になったと感じた時期別に、現在大人として扱わ

れているか否かについて図7－9に示した。現在「父に大

人として扱われている」との回答は無自覚群24．2％に対

して、21歳以前の群73．5％、22歳以降の群68．3％と、

無自覚群の割合が低かった（図7）。　ヂ母に大人として扱

われているユについても、無自覚群33．3％に対して、21

歳以前の群81。9％・22歳以降の群69，7％と、無自覚群

が低かった（図8）。

　上司や家族、恋人など周囲の人との関係や社会の中で

「大人として扱われていない」と感じる割合は、　「たま

に」　塒々」　「いつも」を合わせて無自覚群が約8割に

達するのに対して、21歳以前の群・22歳以降の群は5

割未満であった（図9）。無自覚群は「大人として扱われ

ていない」と感じる頻度が他群に比べて高かった。

　「父から大人として扱われるようになった時期」は、

21歳以前の群20．8歳、22歳以降の群22、5歳、無自覚群

23．9歳で、無自覚群が他群に比べて遅かった。同じく「母

から」でも、21歳以前の群20。3歳、22歳以降の群22．7

歳・無自覚群22．9歳と無自覚群が他群に比べて遅かった

（表15）Q

　2）大人になったと感じた時期別各尺度の得点

　各尺度の得点合計平均値を、［21歳以前の群・22歳以

降の群・無自覚群コの順に以下に示すと、WLB達成度合

計［29．1，28．1，26．8］、WLB満足度［2．7，2，6，2．2コ、

ジェネラティビティ行動合計［13．2，12．2，8．9］、EPSI（3〉

［49．2，48．2，37．1］、S㏄［51．7，50．7，43．1コであっ

た。無自覚群は、他群に比べて有意に得点が低かった。

一方21歳以前の群と22歳以降の群の間では有意な差が

認められず、大人であることを自覚した時期よりも、現

在の自覚の有無が、各尺度の得点に影響を及ぽしている

と言える（表15）。よって次項は、自覚の有無2群問で

分析した。

　3）大人であることの自覚有無別育児観

　大人であることの自覚がある＝自分は大人であると思

っている人と、大人である自覚がない一まだ大人になっ

ていないと思っている人の育児観の比較を行った結果、

「親になったら子どものために自分の個性や生き方を犠

牲にするのは当然であるj　r子育てをすることにより、自

分の自由な時間が減ってもかまわない」「子育てにはお金

がかかるがやむをえない」「子育ては楽しい」「子どもを

見ているとおもしろいと感じる」「私は、人づきあいが得

意である」「父親も母親も、仕事と子育てなどの家庭生活

を両立させることが大切である」については、大人であ

ると思っている場合の平均得点が高かった。一方、「子育

ては、心理的・肉体的負担が大きい」「子育ての大変さを、

配偶者など周りの人にわかってもらえないのは問題だ」

「子育てには息抜きやリフレッシュが必要である」につ

いては、大人になっていない場合の得点が高かった（図

6）。

7。アンケートに対する意見

　アンケート最後に記述式でアンケートの内容に関する

意見を求めた。193件（43，9％）の記入があり、うち78
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件（40．4％）が本調査に参加したことに対する肯定的な

意見であった。その内容は、　「自分を見っめ直すことが

出来た」　「自分の今までの生き方やこれからの生き方を

考えさせられた」ヂワーク・ライフ・バランスを考える

きっかけになった」などであった。否定的意見は6件

（3。1％）でr暗い気持ちになった」ゼ胸に突き刺さる質

問」などであった。　「難しい」　「長い」などの設問に関

する指摘は51件（26．4％）。要望として「目的・結果を

知りたい」が22件（11．3％）、中立的な感想や自己の考

えを述べたものが36件（18。7％）であった。

N．考察

　昨年度の結果を踏まえ、大人になるということと養育

力の関連を追究した。調査対象を、働いている20代30

代男女とし、仕事と生活の調和をとりながら、養育力を

発揮するための条件を見いだそうとした。

1．ワーク・ライフ・バランス（肌B）達成度と満足度

　WLB達成度は「仕事と生活のバランスがとれている」

とは、どのような状態であるのを明らかにするとともに、

BPSI（3）との関連を調べ、人格の成熟度がWLBの達成に

関連があるとの仮説を証明しようとした。

　WLBの獲得には労働時間の問題が不可避であるので、

はじめに検討したい。WLB達成度とWLB満足度との問は

比較的高い相関が認められた（0。604）が、WLB達成度と

労働時間は中程度の負の相関であり（一〇．303）、WLB満足

度と労働時間の相関は低かった（一〇，153）。WLB満足度に

は労働時間以外の要因が働いていることが考えられる。

　EPSI（3）の高い群については、WLB達成度が高く、

WLB満足度も高いという関連が認められた。EPSI（3）高

低3群間の労働時間の長さは差がなかったので、同じ労

働時間であっても人格の成熟度の高い人はWLB達成度お

よびWLB満足度が高く保てることが示唆された。EPSI（3）

と相関の高いSOC（首尾一貫感覚）でも、WLB達成度およ

びWLB満足度と正の相関が認められた。

　次にWLBの内容であるが、WLB達成度の項目別にみる

と、就業時問の柔軟性など職場環境に関する項目はEPS1

（3）高低による差が認められなかったが、身近な人と過

したり、家事・育児、休養・くっろぎの時間がとれるな

ど、個人生活の充実に関する項目で差が認められた。ま

た、WLB満足度とWLB達成度の各項目の相関でも、個人

生活を充実させるための時間がとれることと相関が高か

った。

　以上からWLB達成度には、物理的な労働時問の長さが

マイナス要因として作用するものの、WLB満足度は、個

人生活のための時間がとれていると感じるかどうかの主

観が関連し、人格の成熟度や人生に対する首尾一貫性な

どの影響も小さくないことが示唆された。

2．ジェネラティビティ行動

　嫉cAdamsらは、Loy・01aGnerativityScale（LGS）およ

びGenerativity　Behavior　Checkiist（GBC〉を考案し、ジ

ェネラティビティ関心とジェネラティビティ行動が関連

することを報告している15〉i6）。本研究では、これまで

の過去の調査において、ジェネラティビティ行動として

育児観の項目を用いてきたが、対象を自分の子どもに限

定しない養育力を調べることを目的に新たな尺度の導入

を検討した。丸島ら三4）はGBCの日本語版（ジェネラティ

ビティ行動尺度）を作成しその妥当性を検討しているが、

更に信頼性を高めていく必要があるとしている。LGSと

GBCはわが国の社会生活にはそぐわない内容が含まれて

いるため、邦訳に留まらない日本版の完成が待たれると

ころである。現段階では、GBCの一部を参考にジェネラ

ティビティ行動項目を作成することを試み、EPSI（3）と

の関連を調べた。

　その結果ジェネラティビティ行動項目の内的整合性

は0．876であり、EPS王（3）との相関は0．42という有意な

相関が認められた。性別の比較では、合計得点では性差

がなかったが、その内容には性差が認められ、男性は、

手本やり一ダー的立場を示す項目の得点が高く、女性は

誰かのために何かをする「世話」の得点が高かった。ジ

ェネラティビティ行動に性差があることが明らかになっ

た。

　EPS王（3〉高低3群との比較では、ジェネラティビティ

行動15項園中m項目で差が認められたが、低群のみが

他群に比べ、有意にジェネラティビティ行動得点が低か

った。

　以上のように、人格の成熟度は、WLB達成度，WLB満

足度、ジェネラティビティ行動と関連が認められ、仮説

ユは支持された。すなわち、人格の成熟した人はそうで

ない人に比べ、仕事と生活のバランスをとり、ジェネラ

ティビティ行動をとる傾向があるということになるが、

WLB達成度およびジェネラティビティ行動における性差

の問題は、労働環境・就業条件および家庭における役割

の男女の違いを反映していることが推察される。また、

EPSI（3）の低群のみが他群に比べて、ジェネラティビティ

行動が少ないことは、EPSI得点とジェネラティビティ行

動が、単なる正の相関だけではないことを示していると

言えよう。

　従って、次世代育成策としてはBPSI（3）低群への働き

かけが社会全体の養育力を高めることとなり、低群への

より手厚い支援が必要であると言える。

3．大人観について

　少子化の背景要因については、人口学、経済学、社会

学分野での分析が進んでおり、近年は「成人期への移行」

（transitioR　to　adulthood）という概念で、子どもから

大人になる過程にある若者への支援の必要性が強調され
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ている18〉19）。ワーキング・プアの問題などから、若者

への経済的支援が緊急課題とされており、経済的に自立

することは、大人への移行の重要な条件である。しかし、

この社会を存続されていくためには次世代育成・世代継

承の課題として、成人期における人としての発達・成熟

が必須である。経済的自立は大人への第一段階であり、

本研究における大人とは、「経済的精神的自立に止まらず、

自分以外の存在に関心を示し世話をする、ジェネラティ

ビティ（養育力）を備えた状態」と捉えている。

　昨年に引き続き大人観を調べたが、ジェネラティビテ

ィに関わる項目が下位に位置していたのは同傾向であっ

た。2年分のデータから言えることは、大人になるとい

うことのイメージは、第一に経済的・社会的自立であり、

第二には、精神的自立・自律、第三番目以降に、人との

関係や“ジェネラティビティ”の獲得ということになり、

エリクソンの人生段階における課題、青年期の同一性、

前成人期の親密性、成人期の生殖性という順序と一致し

ていた。

　大人というイメージにジェネラティビティが希薄と

いう結果の原因として、もともと大人のイメージが描け

ていない対象が含まれることもあげられようが、3っ選

択という質問設定の問題も否めない。また「一人前の大

人」という文言は、子どもを脱して大人になったばかり

の状態や、青年期の同一性獲得の段階と捉えられた可能

性があり、r成熟した大人とは」との文言が本研究目的に

相応しかったとも考えられ、今後の課題としたい。

　自分が大人であると自覚していない人は15％認めら

れた。この無自覚群と、自覚ありの群を比較した結果、

無自覚群は親や周囲から大人として扱われていない割合

が高いことが分かった。また、無自覚群はEPSI（3）、肌，B

達成度、ジェネラティビティ行動の各得点が他群に比べ

て低く、仮説2が支持された。すなわち、大人として扱

われることが大人としての自覚を促し、人格の成熟を促

す可能性が示唆された。

　では、大人として扱われていないと感じるのはどのよ

うな時であろうか。結果は「甘えが通る」ことが第1位

で特に女性において割合が高かった。2位r過剰な干渉」、

3位r信頼されていない」は男性において割合が高かっ

たなど、若者を大人として扱う時の参考となろう。他に

「話をきいてくれないj「威圧的な態度」などあげられた

が、大人として扱うこと以前に一人の人として尊重され

ているかどうかに関わる事柄である。過去に家庭生育環

境にっいて調査したが、EPSIの高い群の父母は傾聴的で

子どもを尊重していたという結果が想起される9）。一方、

第1位が「甘えが通る」とは示唆に富んでおり、日本社

会は甘えが通る社会であると言われるが、そのことが人

の成熟を妨げているという指摘と受け止められよう。

　そこで、未熟な大人が増えていると言われる原因にっ

いて意見を求めたところ、「親が、大人として扱わないか

ら」「大人になりたくないと思っているから」「大人のイ

メージが備わっていないから」がいずれも30％台と少な

くない割合で選択され、甘えが許されている状況が伺え

た。上位は「人問関係が希薄で社会性が育たない」56％

「家庭の教育機能が低下」49％であったが、次いで、「自

立生活する社会基盤（仕事や住まい）がないから」も30％

台であった。これらは若者の自立支援対策としての対処

が可能であり、施策として今後ますます力点がおかれる

ことを望みたい。一方「大人のイメージがない」「大人に

なりたくない」という若者にはどう対処したらよいのだ

ろうか。正に世代継承の問題であり、若者に大人として

の充実した生き方を示していくことが、大人世代の課題

といえよう。

4．育児観について

　昨年までの本研究5）からは、子育ての捉え方が積極

的・肯定的であり、社会性や連帯性意識の強いものは、

BPSI得点やSOC得点が高く、次世代育成力としての養

育力と育児観は関連があるという結果を得ている。本

年度も、20～30代の働く男女という対象について、育

児観についての特徴や、養育力との関連について検討

を行った。

　まず、性別、世代別の属性による比較では、男性より

も女性の方が育児の負担感の認識度が高く、特に20代女

性は、子育てにより仕事を犠牲にすることや、経済的負

担がかかると考えているものが多いようである。また、

30代男性は、子育ての楽しさの認識度が低く、社会的連

帯感、ワーク・ライフ・バランスに対する意識が低いと

いう結果であった。この結果に関しては、意識が低いと

いうよりも、30代男性の場合は仕事中心の生活のものが

多く、子どもや地域社会とのかかわりの機会が相対的に

減少する世代であると考えられるかも知れない。

　子どもの有無や婚姻形態による比較の結果、子どもが

いない者や未婚者の方が、育児の犠牲感や負担感を強く

認識している傾向であった。これに対して、子育ての楽

しさや有意味感については、子どもがいる場合や既婚者

の平均点が高かった。厚生労働省が2004年に実施した

「少子化に関する意識調査研究」20）の結果によると、「子

育てには辛いことより楽しいことが多いはずだ」に賛成

する割合は、独身者や子どもがいない場合よりも、子ど

もが一人あるいは複数いる場合に高いという結果であり、

本研究と同様の傾向が認められている。実際の子育てに

より、ポジティブな育児観が形成されるか、あるいは、

ポジティブな育児観を持っているものが、結婚や子育て

を選択しているとも考えられ、結婚や子どもを持っこと

に関するハードルを越えることができるかどうかに、育

児の負担感や子育ての捉え方が関係していると考えられ

た。

　一方、人づきあいに関する項臼では、子どもありの場

合に得点が低く、実際の子育てをめぐる人間関係の中で

困難を感じることが生ずるのかも知れない。離婚・死別
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の場合に子育ての心理的・肉体的負担が最も大きいとい

う結果もあわせ、子育て支援のあり方を考えるにあたっ

て留意すべき点が示唆されたと思われる。

　大人であるかどうかと育児観の関係からは、大人と自

覚している場合は、子育ての負担感が少なく、子育てに

意義や喜びを見いだし、社会性の成熟度も高いことがわ

かった。逆に、大人になれないものは、育児に関する時

間的・経済的負担への許容度が低く、子育てへの負担感

が大きく1人間関係が苦手であり、社会的連帯感やワー

ク・ライフ・バランスにっいても共感度が低いという特

徴が認められた。自らを大人と認めることは、子育てを

ポジティブに捉え、養育力を高める重要な要素と考えら

れた。

　EPSI得点と育児観の関連においては、EPSI得点の高い

ものは、育児の負担感が低く、子育てに楽しみや有意味

感を持ち、育児観が積極的・肯定的であった。また、社

会性、共感性なども備えており、ワーク・ライフ・バラ

ンスヘの共感度も高く、EPSI得点を人格の成熟度と捉え

ると、人格の成熟とポジティブな育児観（養育力）との

関連性が認められた。S㏄得点についても同様の結果で

あり、これらの所見は、昨年度の乳幼児を持っ親や大学

生およびその親を対象とした研究結果5）と同様の傾向で

あった。

て、今回使用したWLB達成度やジェネラティビティ行動

項目がある程度有効なことが明らかとなった。

V．結論

　人格の成熟は、仕事と生活のバランスをとり、ジェネ

ラティビティ行動を生み出すという仮説が支持され、成

人を大人として扱うことが、大人としての自覚を促すこ

とが示唆された。また、自らを大人と認めることは、子

育てをポジティブに捉え、養育力を高める重要な要素と

考えられた。

　すなわち、大人としての自覚を促し養育力を高めるた

めには、若者を「大人として扱うこと」が肝要であり、

経済的自立が可能となる環境を整えるとともに、甘えを

通させない、過剰に干渉しない、信頼する、など自立を

促す対応が望まれる

　成人への養育力育成支援としては、仕事と生活のバラ

ンスをとり充実した生活を送るために、自らの生活を見

つめ直す機会を設けることが一助となろう。今回使用し

た、WLB達成度やジェネラティビティ行動の項目は、こ

のためのチェックリストとして有効であることが確認さ

れた。

5．養育力の育成へ向けて

人格の成熟と養育力の関連を示し、大人になることへ

の支援の重要性を示した。実際にどのような支援が必要

であるか、すでに、若者を大人として扱うことの重要性

は示したが、将来の明るさについての設問と、自由記述

の意見からもある糸口がみえた。

大人であるとの自覚のない群は、自覚のある群に比べ、

自分の将来は暗いと思っていた。EPSI低群も高い群に比

べ
、 自分の将来が暗く、この国の将来も暗いと思ってい

た。全体では自分の将来より、この国の将来は暗いとす

る傾向がみられた。次世代育成の観点から、若者が見通

しの明るいと感じる社会を構築することが求められる。

と同時に、自らの将来を明るいと捉えられるよう、個人

への支援が必要である。

　自由記述回答に記された意見で、「アンケートに答える

ことによって、自分を見つめ直すことが出来た」「自分の

今までの生き方やこれからの生き方を考えさせられた」

「ワーク・ライフ・バランスを考えるきっかけになった」

などが比較的多く記載されており、回答することにメリ

ットが認められたことは収穫であった。大人になるまで

の発達支援の重要性は言をまたないが、青年期以前から、

将来の見通しをもった人生観を育てることが重要である。

すでに成人期を迎えた世代にとっては、現在の生活を見

直し、これからの生き方を考える機会を設けることが、

養育力を発揮し充実した人生を送ることへの支援として

有効な方策のひとつであろう。生き方を考える機会とし

文献：

1）第12回厚生政策セミナー報告書．超少子化と家族・社会の

　変容一ヨーロッパの経験と日本の政策課題一．国立社会保

　障・人口問題研究所．2008年2月5日

2）E。琶．エリクノン．ライフサイクル．その完結．みすず書房．

　88－89．　1989

3）小此木啓吾。他．く次世代を育む心の危機＞ジェネラティビテ

　ィ・クライシスをめぐって．慶応義塾出版会。2004．

4）中西信男・佐方哲彦．EPSI一エリクソン心理社会的段階目録

　検査一．上里一郎監修．心理アセスメントハンドブック第2版，

　西村書店．365－376。2001

5〉齋藤幸子・宮原忍・他．少子社会における養育力の背景とそ

　の育成に関する研究（1）一ワーク・ライフ・バランスと養育力

　に関する調査一．霞本子ども家庭総合研究所紀要：第42集：

　圭45－164．　2007

6）宮原忍・他．少子社会における養育力と価値観に関する研究

　（m〉乳幼児をもっ保護者の養育力と育児観に関する調査．

　β本子ども家庭総合研究所紀要．第42集l　n3－125．2006

7〉宮原忍・他．少子社会における養育力と価値観に関する研究

　（H〉親子間の継承に関するアンケート結果．臼本子ども家

　庭総合研究所紀要．；第41集：王03－116．2005

8）宮原忍・他．少子社会における養育力と価値観に関する研究

　（1）EPSI（エリクソン心理社会的段階目録検査）とライフ

　スキル。β本子ども家庭総合研究所紀要．第40集：129畦42．

　2004

149



β本子ども家庭総合研究所紀要　第44集

9）齋藤幸子・他。少子社会における次世代育成力に関する調査．

　保健医療科学．Vol．53．栴．3；218－227．2004

王0〉宮原忍．他．少子社会における個人および社会の養育力に関

　　する母子保健学的研究（第三報）「次世代育成に関するアン

　　ケート調査」分析と統括、日本子ども家庭総合研究所紀要。

　第39集115H67．2003
11）宮原忍・他．少子社会における個人および社会の養育力に関

　する母子保健学的研究（第一報〉文献研究．日本子ども家庭

　総合研究所紀要．第37集：97－115、200三

12）宮原忍・他．少子社会における個人および社会の養育力に関

　　する母子保健学的研究（第二報）次世代育成に関するアンケ

　　ート調査結果．目本子ども家庭総合研究所紀要．第38集：

　　王51－163．　2002

13〉アーロン・アントノフスキー．山崎喜比古・吉井清子監訳．

　　健康の謎を解く；ストレス対処と健康保持のメカニズム．

　　有信堂．　2001

圭4）丸島令子、有光興記。世代性関心と世代性行動尺度の改訂

　　版作成と信頼性、妥当性の検討．心理学研究第78巻第3号：

　　303－309．　2007

15〉　McAdams，　i）．P．，　＆de　St．　Auわin，　E。　（1992）．　A　theory　of

　generaもivi宅y　and　its　assessment　through　se王f－re茎）or宅，

　bebavioraユacts，andηarrativetbemesina疑tQbiograpby．

　Journal　of　Personahty　and　Social　Psychology，62，

　1003－10王5　　一一

16）　McAdams，　D．P．，　9art，　a．鼠，　＆　Mar毛】na，　S．（王998〉．Tわe

　anato搬y　of　generativiもy・　11｝D．P．　McAdams　and　E．　de　St．

　Aubi識　（Eds．），　Generativまもy　and　a（iult　deveiQpment：　壬｛ow

　and　w｝｝y　we　care　for　t｝｝e　next　generation　（PP．　7－43）．

　Washi籍gton，　D．C．：　APA　Press．

17）簸もtp：／／w糊．genδer．go．jp／danjo－kaigi／wlb／siry・

　　／wlblH－6、pdf（平成20年1月）

18）宮本みち子．ポスト青年期と親子戦略。勤草書房，2004

19〉佐藤龍三郎、第2章転換期の青年層．阿藤誠・津谷典子編

　著．人口学ライブラリー6人P減少時代の日本社会．原書房．

　2007

20）厚生労働省ap　r少子化に関する意識調査研究」、

　hももP；／／w猟mblw．go．jp／topics／bukyoku／seisaku／syousik

　a／040908／index．ht搬1

150






























